
































                                                           
1 ビザンツ帝国の教育制度および教育施設については、H.I. Marrou, A History of Education in Antiquity, Madison, Wisc. 
1982. G. Buckler, "Byzantine Education", in: Byzantium. Ed. N. Baynes and H. Moss. Oxford, 1948, p.200 ff. P. Speck, 








































































































                                                           
2 アフトニオスとその修辞学教書については、Art, "Aphtonios", in: RE. I, 2. col. 2797-2800. G.L. Kustas, Studies in 
Byzantine Rhetoric, Thessalonike, 1973. 特に Chap.1. Hermogenes, Aphthonius and the Neoplatonists. H.         
Hunger. Die hochsprachliche profane Literatur der Byzantiner. 1. Band. 2. Kap. Rhetorik. 3. Rhetorische Praxis: 




























































































する各種の賞讃演説(τὸ ἐγκώμιον)、弔辞(ὁ ἐπιτάφιος λογός)と追悼演説(ἡ μονωδία)、君主の鏡と呼ばれる帝













                                                           
3 ビザンツにおける修辞学については、Kustas, a.a.O.および H. Hunger, a.a.O.の他に、H. Hunger, Aspekte der 
griechischen Rhetorik von Gorgias bis zum Untergang von Byzanz. (Sb. Österr. Akad.Wiss. phil.-hist. Kl. 277, 3 ) Wien , 
1972. H.G. Beck, "Antike Beredsamkeit und byzantinische Kallilogia." in: Antike und Abendland 15. 1969. pp. 91-101.  
4 即興演説の本文および解説は、"Aus einem Redewettkampf: Vorzug des Winters vor dem Sommer." in: Kaisertaten 
und Menschenschicksale im Spiegel der schönen Rede. Reden und Briefe des Niketas Choniates, Übersetzt, eingeleitet 












































































































                                                           
5 皇帝賞讃演説の本文および解説は、"An Kaiser Isaak II. Angelos bei dessen Auszug gegen die aufständischen Vlachen 













































































































                                                           
6 D.G. Geanakoplos, Greek Scholars in Venice. Studies in the Dissemination of Greek Learning from Byzantium to 
Western Europe. Cambridge, Mass. 1962. 
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イ）ベッサリオン(Bessarion)  ー 人文主義者にして、神学者。カトリック教会の枢機卿（1439 年～
1472年）。1463年以後は、名目上のコンスタンティノープル総主教も勤めました。1399年乃至1400年に
黒海沿岸のトレビゾンド市に生まれ、1472年 11月18日、ラヴェンナ市で逝去します。高等教育を終了し
た後、1423年修道士となり、その後、輔祭と司祭に叙階され、さらにコンスタンティノープルの聖バシレイ
オス修道院の院長となります。1437年、彼はニカイアの府主教となり、西欧派の一人としてフェララ・フィ
レンツェ公会議において指導的役割を演じ、東西教会再統一の宣言書の署名にこぎ着けました。その後ベッ
サリオンは、1439年カトリックの教えに改宗し、イタリアに留まります。彼は教皇使節などを歴任した後、
1455年と1471年には二度にわたり教皇候補となったこともありました。 
 人文主義者としてのベッサリオンは、ギリシャ語とラテン語の双方で執筆活動を行い、ローマ市でアカデ
ミーを主催し、ギリシャ語とギリシャ文学の普及につとめ、他方ではラテン語への翻訳活動にも従事しまし
た。その著作には書簡、神学論、演説、アリストテレスの形而上学の一部の翻訳などがありますが、中でも
『プラトン哲学を歪曲する人々への反論』は有名です。ベッサリオンはイタリアにおけるギリシャ人亡命者
の保護者としても活躍し、ガザのテオドロス、トレビゾンドのゲオルギオスなどがその保護を受けました。
ベッサリオンの写本収集は名高く、彼は死後482巻のギリシャ語写本をサン・マルコ図書館に遺贈していま
す。 
 
